
2021年度 藤田医科大学入学者選抜について（予告） 
 

2021年度の入学者選抜方法について、下記の通りお知らせします。 

 

【医学部】 
(1)「⼤学入学共通テスト」の利⽤について 現在「⼤学入試センター試験利⽤入学試験」を実施していますので、「⼤学入学共通 

テスト利⽤入学試験」として継続する予定です。 

①「数学Ⅰ」の記述問題の利⽤について 記述問題も点数化されるため、そのまま利⽤します。 

②「国語」の記述問題の利⽤について 記述問題は点数化されないため、合否判定には利⽤しません。 

③「英語外部試験」の利⽤について 「⼤学入学共通テスト利⽤入試」の【前期⽇程】では利⽤しませんが、【後期⽇程】に 

おいて部分的な利⽤を予定しています。 

《利⽤方法》 

CEFR※基準B2以上の者は、英語の最低保証得点を180点（200点満点）とし、共通テスト

の本⼈得点と最低保証得点のうち⾼い方の得点を利⽤します。 

(2)「主体性を持って多様な⼈々と協働して学ぶ 

態度」の評価方法について 

JAPAN e-Portfolioは利⽤しない予定です。 

⾯接試験で評価します。 

※CEFR：Common European Framework of Reference for Languages（ヨーロッパ⾔語共通参照枠）の略 

 

【医療科学部／保健衛⽣学部】 
(1)「⼤学入学共通テスト」の利⽤について 現在「⼤学入試センター試験利⽤入学試験」を実施していますので、「⼤学入学共通 

テスト利⽤入学試験」として継続する予定です。 

①「数学Ⅰ」の記述問題の利⽤について 記述問題も点数化されるため、そのまま利⽤します。 

②「国語」の記述問題の利⽤について 記述問題は点数化されないため、合否判定には利⽤しません。 

③「英語外部試験」の利⽤について 「⼤学入学共通テスト利⽤入試」の【前期⽇程】では利⽤しませんが、【後期⽇程】に 

おいて部分的な利⽤を予定しています。 

《利⽤方法》 

CEFR※基準B1以上の者は、英語の最低保証得点を150点（200点満点）とし、共通テスト

の本⼈得点と最低保証得点のうち⾼い方の得点を利⽤します。 

(2)「主体性を持って多様な⼈々と協働して学ぶ 

態度」の評価方法について 

JAPAN e-Portfolioは利⽤しない予定です。 

出願時に受験⽣が記載した内容を評価に⽤いる方向で検討しています。 

※CEFR：Common European Framework of Reference for Languages（ヨーロッパ⾔語共通参照枠）の略 


